
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

計画どおり機器更新を実施しており、次年度以降も引き続き計画どおり実施する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

―

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

―

千円

決算額 61,160 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 73,863 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 R7年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度

始期 R3

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

機器整備率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

評価年度（R５年度末時点）の実績値は、R6.11頃判明予定であるが、本県の耐震適合率は着実に上昇しているこ

とから、引き続き、市町（水道事業者）とのヒアリングを通じて、事業計画に適した補助メニューを紹介するな

ど、より効果的に事業を執行することにより、KPIは目標達成すると考えられることから、６年度の執行方法の見

直しは想定していない。

当初 事　項 環境保全先端研究設備整備事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

大気汚染防止法や水質汚濁防止法等に基づき実施している環境監視について、老朽化した分析

機器等を更新し、測定精度の向上及び継続的な測定体制の整備を図る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

評価年度（R５年度末時点）の実績値は、R6.11頃判明予定。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 1,019,393 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額
1,518,870 千円

最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

％ 実績値 ％

達成率 - ％ 達成率 ％

ー ％

実績値 R6.11頃判明 ％ 実績値 ％ 実績値

42 ％ 目標値 ー ％ 目標値

R７年度 時点･期間 R８年度

現状値 33.6 ％

目標値 35 ％ 目標値

R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間

R６

Ｋ  P  Ｉ

基幹管路の耐震適合率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

2月

補正

後

事　項 水道施設耐震化等促進事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

水道施設の老朽化や大規模自然災害による長期かつ広範な断水に備え、水道施設の耐震化等を

支援し、安全・安心で良質な水道水が供給できるよう持続可能かつ強靭なライフラインの整備

を促進する。

始期 H28

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

事業効果の高い時間帯（毎週土曜、21:54～22:00、計9回）に放送したことにより、高い平均世帯視聴率となった。（平均個人視

聴率4.8％）

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

各回放送後にアンケートを実施したところ、計4,832件の回答があり、放送（視聴）だけでなく、多くの反応があった。アンケー

トのうち、「今後、新たに（またはさらに）環境に配慮した行動を行いたいか」との問いに、92％が取り組みたいとの回答もあ

り、県民の意識に訴えることができた。

千円

決算額 4,190 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,258 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 190.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 7.6 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 ％ 目標値

時点･期間

現状値 － ％

目標値 4 ％ 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 － 時点･期間 R５年度 時点･期間 時点･期間

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

視聴率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

環境マイスターやえひめ環境大学については、新型コロナウイルス感染症対策のため休止及び縮小しているところ

であるが、再開等についての問い合わせも多いことから、県民のニーズも高く、引き続き取り組む。

当初 事　項 環境問題情報発信事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

地球温暖化をはじめとした様々な環境問題について、県民の行動変容のきっかけづくりを図る

ため、日常生活への影響やその対策を多角的な視点から取り上げたテレビ番組を製作するとと

もに、プロスポーツチームと連携して啓発活動を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

令和４年度中は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、環境学習会や自然観察会等の活動が自粛され、環境マイスターの利用者

数及びえひめ環境大学受講者数が減少したため、KPIとしては伸び悩んでいる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,846 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 3,685 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 6.24 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 312 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 5000 人 目標値 5000

時点･期間 令和7年度

現状値 217 人

目標値 5000 人 目標値 5000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R4年度 時点･期間 令和5年度 時点･期間 令和6年度

始期 H12

終期 －

Ｋ  P  Ｉ

環境教育・学習参加者数　（体験型環境学習センター分除く）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 環境創造センター事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

国内外の研究所及び研究者、環境NGO等とのネットワーク形成、連携並びに情報交換等を行う

環境創造センターの機能強化を図り、グローバルな視点での環境問題に取り組むとともに、本

県における研究機能強化と県民の環境意識、知識及び意欲の向上を図る。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

「三浦保」愛基金運営委員会の議論等を踏まえて対応する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

新型コロナウイルス感染症の５類移行等に伴い、各団体の活動が再開されたことを受けて、応募団体数が増加した。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 15,376 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 16,500 千円
最終現計予

算額

実績値 団体

達成率 120.00 ％ 達成率 ％ 達成率

団体

実績値 42 団体 実績値 団体 実績値 団体

団体 目標値 35 団体 目標値 35

時点･期間 R８年度

現状値 33 団体

目標値 35 団体 目標値 35

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H20

終期 －

Ｋ  P  Ｉ

公募事業の応募団体数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

整備費用の補助制度については、利用者の要望等を踏まえ、宅内配管工事を補助対象に追加するなど適宜、見直し

も実施しながら普及促進に努めているところであり、引き続き、市町及び浄化槽協会とも連携しながら合併処理浄

化槽設置の意義を周知徹底するとともに、必要に応じて、利用者の要望等を踏まえ、制度改正についても検討して

いく。

当初 事　項 「三浦保」愛基金環境保全活動支援事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

「三浦保」愛基金を活用し、環境保全又は自然保護に係る活動を行う非営利団体に対し、公募、審査の

うえ補助金を交付し、また、本県の環境保全や自然保護に積極的に取り組んでいる個人や団体を表彰す

る活動を支援することで、環境保全・自然保護活動の活性化を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

県内では、下水道及び合併浄化槽の整備等により汚水処理人口普及率は着実に増加しており、概ね目標は達成されているものと考

える。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 38,395 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 57,637 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 99.35 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 83.75 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 86.6 ％ 目標値 87.7

時点･期間 R3～R８年度

現状値 82.1 ％

目標値 84.3 ％ 目標値 85.5

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R３年度 時点･期間 R3～R５年度 時点･期間 R3～R６年度 時点･期間 R3～R７年度

始期 S63

終期 -

Ｋ  P  Ｉ

汚水処理人口普及率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 合併処理浄化槽設置整備事業費 予算主管課 循環型社会推進課

事　業

概　要

生活環境の保全等を図るため、市町が行う合併処理浄化槽の設置整備に対して補

助する。


